「五番通り地区」景観形成基準

基本方針

　五番通りでは、天正年間に金森長近が建設した城下町において美濃街道の道筋にあたる骨格的通りとして、伝統的町家との調和を柱とした、誇りと風格を感じさせるまちなみの形成を目指す。

	種別
	項目
	景観形成基準

	住宅等
	構造

様式
	・構造はできるかぎり木造とする。都合上、鉄筋コンクリート造・鉄骨造とする場合は、外観に留意し伝統的な町家の様式を基調とする。

	
	高さ
	・五番通りからは二階建てと見えるように努める。見えにくい部分は二階建てより高くしてもよいが、三階建てまたは三階+屋上階段室を上限とする。

	
	壁面線
	・五番通りに面する建物の壁面線は道路境界から半間強後退した伝統的町家の壁面線に揃えるよう努める。

	
	屋根
	・五番通りからは切妻平入り二階建てと見えるように努める。

・五番通りに面する二階の軒高は、五番通りの伝統的町家建築物とあわせることが好ましい。

	
	下屋庇
	・五番通りに面する一階には、できるかぎり下屋庇をつける。

	
	壁面


	【外壁・建具】

・できる限り伝統的意匠を取り入れる。

【袖壁】

・五番通りに面する二階部分、左右には袖壁を設けるよう努める。

【テント（オーニング）】

・テント（オーニング）を設置する場合は、色、素材にこだわり落ち着きある物とする。

・伝統的町家の二階部分等を覆うようにつけられているテント（オーニング）・看板等ははずすことによって伝統的な町家の表構えが見えるようにする。

	附属

工作物
	広告物

(看板)
	・看板の設置場所は下屋庇上または一階壁面とする。

・下屋庇上の看板の幅は間口一間程度とする。

・一階壁面の看板は節度ある大きさとする。

・二階より上の屋上には設置しない。

・プラスチック看板は避ける。特にメーカーのプラスチック看板は避ける。

・現代風照明器具は、デザインに十分配慮し節度あるものとする。

・壁面より突出た看板やポール式の看板は、設けないことを基本とする。しかし、やむをえず設ける場合は、色彩・大きさ・素材ともに景観にそった落ち着いたものとする。

	
	設備機器

自動販売機
	・五番通りからエアコンの室外機、ガスボンベ等の設備機器は、直接見えない位置に設置するよう努める。やむをえない場合は、木等で覆う｡

・自動販売機等を設置する場合は、通りからの景観に配慮した落ち着きあるものとする。

	その他
	色彩
	・五番通りから見える部分の色彩は、無彩色（白～グレー～黒）または落ち着いた茶系色を基調とする。

・ポイント的にこれ以外の色を用いても良いが、できる限り少なく効果的に使うよう心がける。
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